









　第 6 回水産史研究会が神奈川大学国際常民文化研究機構において 2012 年 9 月 29 日・30 日の両
日、開催された（1）。参加者は本プロジェクトメンバー 8 名を含む 26 名で、これまで以上に盛況に
終わった。研究発表プログラムは初日・2 日目の個別研究発表（本プロジェクト関係者 3 名を含む計



















　本叢書は 3 年間の研究成果の取りまとめである。収録された論文は、時代区分では前近代 2
本、近代 3 本、近現代 1 本、現代 2 本で、海域別では対馬海域 3 本、親潮海域 1 本、内海・内水



































（ 1 ）1998 年度の日本史研究会大会翌日の京都で前近代の漁業史研究を専門としていた若手研究者が中心となって










泰「『漁業権改革』における『日本漁村調査』の位置―Chronological Record of Actions Concerning Fisheries 







（ 4 ）小学館『海と列島文化』シリーズは全 10 巻＋別巻の構成となっている。ちなみに第 1 巻『日本海と北国文
化』、第 2 巻『日本海と出雲世界』、第 3 巻『玄界灘の島々』、第 4 巻『東シナ海と西海文化』、第 5 巻『隼人世界
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